
ファイル名:0000000_1_0738546502408.doc 更新日時:2012/08/03 15:30:00 印刷日時:12/08/03 15:37 

 

 

四 半 期 報 告 書 
 

(第84期第１四半期) 

 

東京都港区新橋五丁目36番11号 

 

 



ファイル名:0000000_3_0738546502408.doc 更新日時:2008/07/04 17:29:00 印刷日時:12/08/03 15:37 

 

 

 
 

四 半 期 報 告 書 
 

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用

電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁を付して

出力・印刷したものであります。 

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四半期

レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書を末尾に

綴じ込んでおります。 

 

 

○○○ 
 



ファイル名:0000000_4_0738546502408.doc 更新日時:2012/08/03 15:37:00 印刷日時:12/08/03 15:37 

目      次 

 

頁

【表紙】 …………………………………………………………………………………………………………１ 

第一部 【企業情報】…………………………………………………………………………………………２ 

第１ 【企業の概況】………………………………………………………………………………………２ 

１ 【主要な経営指標等の推移】……………………………………………………………………２ 

２ 【事業の内容】……………………………………………………………………………………２ 

第２ 【事業の状況】………………………………………………………………………………………３ 

１ 【事業等のリスク】………………………………………………………………………………３ 

２ 【経営上の重要な契約等】………………………………………………………………………３ 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】……………………………３ 

第３ 【提出会社の状況】…………………………………………………………………………………６ 

１ 【株式等の状況】…………………………………………………………………………………６ 

２ 【役員の状況】……………………………………………………………………………………９ 

第４ 【経理の状況】………………………………………………………………………………………10 

１ 【四半期連結財務諸表】…………………………………………………………………………11 

２ 【その他】…………………………………………………………………………………………19 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】…………………………………………………………………20 

 

四半期レビュー報告書 

 

確認書 



 
  

【表紙】 

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成24年８月３日 

【四半期会計期間】 第84期第１四半期 

(自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日) 

【会社名】 ＦＤＫ株式会社 

【英訳名】 FDK CORPORATION 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  望 月 道 正 

【本店の所在の場所】 東京都港区新橋五丁目36番11号 

【電話番号】 03(3434)1271(代表) 

【事務連絡者氏名】 財務経理部長  持 田 健 二 

【最寄りの連絡場所】 東京都港区新橋五丁目36番11号 

【電話番号】 03(3434)1271(代表) 

【事務連絡者氏名】 財務経理部長  持 田 健 二 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

― 1 ―



第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

  

 
(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３ 第84期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であるため、記載しておりません。 

  

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。 

 また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第83期

第１四半期連結 
累計期間

第84期
第１四半期連結 

累計期間
第83期

会計期間
自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日

自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日

自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日

売上高 (百万円) 20,458 16,509 80,334 

経常利益又は経常損失（△） (百万円) 342 △993 105 

四半期(当期)純利益又は四半
期純損失（△） 

(百万円) 181 △790 359 

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 25 △1,420 149 

純資産額 (百万円) 5,023 5,572 6,993 

総資産額 (百万円) 60,551 58,936 58,427 

１株当たり四半期(当期)純利
益金額又は四半期純損失金額
（△） 

(円) 0.83 △3.64 1.65 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
(当期)純利益金額 

(円) 0.65 ― 1.29 

自己資本比率 (％) 7.3 5.9 8.0 

営業活動によるキャッシュ・
フロー 

(百万円) 617 △748 2,355 

投資活動によるキャッシュ・
フロー 

(百万円) △845 △708 △1,971

財務活動によるキャッシュ・
フロー 

(百万円) 621 1,379 1,368 

現金及び現金同等物の四半期
末(期末)残高 

(百万円) 4,482 5,624 5,875 

２ 【事業の内容】
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第２ 【事業の状況】 

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響をおよぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

  

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。 

  

(1) 業績の状況 

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境につきましては、欧州の債務問

題に起因する世界的な景気低迷、長引く円高など、当期に入っても依然として先行き不透明な状況で推

移しました。 

このような状況のなか、当社グループは、長持ちハイパワー・液漏れ防止性能を向上させた富士通ア

ルカリ乾電池「PremiumG」、低自己放電タイプのニッケル水素電池「富士通 充電池」、スマートフォ

ン緊急充電器用アルカリ乾電池「富士通 スマホ乾電池」などの新製品を市場に投入してまいりまし

た。 

しかしながら当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、アルカリ乾電池、ニッケル水素

電池ならびに液晶ディスプレイ用信号処理モジュールの大幅な受注減などにより、売上高は、前第１四

半期連結累計期間に比べ39億49百万円減少の165億９百万円となりました。 

損益面につきましては、大幅な受注数量の減少などにより、営業損失は８億93百万円（前第１四半期

連結累計期間は、３億43百万円の営業利益）、経常損失は９億93百万円（前第１四半期連結累計期間

は、３億42百万円の経常利益）、四半期純損失は７億90百万円（前第１四半期連結累計期間は、１億81

百万円の四半期純利益）となりました。 

  

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

①電池事業 

アルカリ乾電池は、昨年の東日本大震災時に市場に大量に投入された輸入品の影響により、現在で

も流通在庫ならびに家庭在庫が過剰な状態であることから、国内の再販、ＯＥＭ販売ともに減少し、

前第１四半期連結累計期間を大きく下回りました。ニッケル水素電池は、欧米の景気低迷により海外

の再販、工業用途向けが減少したことにより、前第１四半期連結累計期間を大きく下回りました。リ

チウム電池は、ノートパソコン・携帯電話の時計機能のバックアップ用途減少により、前第１四半期

連結累計期間を下回りました。 

その結果、当事業全体の売上高は、前第１四半期連結累計期間に比べ32億59百万円減少の100億90

百万円、セグメント損失は10億16百万円となりました。 

②電子事業 

コイルデバイスは、自動車の生産が回復してきたことから、前第１四半期連結累計期間並みを確保

しました。光通信用部品は、前第１四半期連結累計期間を上回りました。モバイルモジュールは、モ

バイル製品向けが好調に推移し、前第１四半期連結累計期間を上回りました。圧電部品・高周波積層

部品は、前第１四半期連結累計期間並みを確保しました。スイッチング電源は、サーバ・ストレージ

向けなどが減少し、前第１四半期連結累計期間を大きく下回りました。液晶ディスプレイ用信号処理

モジュールは、継続する世界の液晶ディスプレイ生産調整の影響を受けＴＶ用ならびにモニター用が

減少したことにより、前第１四半期連結累計期間を大きく下回りました。 

その結果、当事業全体の売上高は、前第１四半期連結累計期間に比べ６億89百万円減少の64億18百

万円、セグメント利益は１億23百万円となりました。 
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(2) 財政状態の分析 

当第１四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度に比べ５億８百万円（0.9％）増の589億36百

万円となりました。流動資産は前連結会計年度に比べ３億38百万円（1.0％）増の356億13百万円、固定

資産は前連結会計年度に比べ１億70百万円（0.7％）増の233億23百万円となりました。 流動資産増加

の主な要因は、受取手形及び売掛金が７億90百万円、現金及び預金が５億48百万円それぞれ減少しまし

たが、商品及び製品が７億86百万円、仕掛品が４億71百万円それぞれ増加したことによるものです。固

定資産増加の主な要因は、有形固定資産が２億59百万円増加したことによるものです。 

当第１四半期連結会計期間の負債合計は、前連結会計年度に比べ19億29百万円（3.8％）増の533億63

百万円となりました。流動負債は前連結会計年度に比べ22億60百万円（5.4％）増の439億70百万円、固

定負債は前連結会計年度に比べ３億30百万円（△3.4％）減の93億92百万円となりました。流動負債増

加の主な要因は、短期借入金が13億81百万円増加したことによるものです。固定負債減少の主な要因

は、負ののれんが１億89百万円減少したことによるものです。  

なお、有利子負債残高は、前連結会計年度に比べ13億19百万円増の232億97百万円となりました。 

当第１四半期連結会計期間の純資産合計は、前連結会計年度に比べ14億20百万円（△20.3％）減の55

億72百万円となりました。純資産減少の主な要因は、四半期純損失の計上により利益剰余金が７億90百

万円、為替換算調整勘定が４億33百万円それぞれ減少したことによるものです。 

  

(3) キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費の計上や仕入債務の

増加などによる現金及び現金同等物（以下「資金」という）の増加はありましたが、たな卸資産の増加

や税金等調整前四半期純損失の計上などによる資金の減少により７億48百万円の資金減少（前第１四半

期連結累計期間は６億17百万円の資金増加）となりました。 

当第１四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出

などにより７億８百万円の資金減少（前第１四半期連結累計期間は８億45百万円の資金減少）となりま

した。 

当第１四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加などにより13

億79百万円の資金増加（前第１四半期連結累計期間は６億21百万円の資金増加）となりました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間末の資金残高は期首残高より２億51百万円減少し、56億24

百万円となりました。 

  
(4) 事業上および財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更および新たに生じた課題はありません。 

  

(5) 研究開発活動 

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億82百万円であります。 
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第３ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
(注) 第１回および第２回優先株式の内容は次のとおりであります。 

 (1) 単元株式数は1,000株であります。 

 (2) 優先配当金 

  ① 優先配当金の額 

    １株当たりの優先配当金の額は、平成19年３月31日に終了する事業年度までは無配とする。平成19年４

月１日に開始する事業年度以降は、次回年率修正日(以下に定義される。)の前日までの各事業年度につ

いて、発行価額相当額(400円)に、それぞれの事業年度ごとに下記の年率を乗じて算出した額とする。

優先配当金の額は、円位未満小数第４位まで算出し、その小数第４位を四捨五入する。計算の結果が12

円を超える場合は、優先配当金の額は12円とする。 

    配当年率＝日本円ＴＩＢＯＲ(６ヶ月物)＋0.75％ 

    配当年率は、％位未満小数第４位まで算出し、その小数第４位を四捨五入する。「年率修正日」は、平

成20年４月１日以降平成26年３月31日までの毎年４月１日とする。当日が銀行休業日の場合は、前営業

日を年率修正日とする。「日本円ＴＩＢＯＲ(６ヶ月物)」は、平成19年４月１日または各年率修正日

(当日が銀行休業日の場合は前営業日)およびその直後の10月１日(当日が銀行休業日の場合は前営業日)

の２時点(以下「優先配当決定基準日」という。)において、午前11時における日本円６ヶ月物トーキョ

ー・インター・バンク・オファード・レート(日本円ＴＩＢＯＲ)として全国銀行協会によって公表され

る数値の平均値を指すものとし、優先配当決定基準日に日本円６ヶ月物トーキョー・インター・バン

ク・オファード・レートが公表されない場合、当該平均値の算出にあたっては、同日(当日が銀行休業

日の場合は前営業日)ロンドン時間午前11時にスクリーン・ページに表示されるロンドン銀行間市場出

し手レート(ユーロ円ＬＩＢＯＲ６ヶ月物(360日ベース))として英国銀行協会によって公表される数値

またはこれに準ずるものと認められるものを用いる。 

  ② 優先中間配当金 

なし 

  ③ 累積条項 

非累積型 

  ④ 参加条項 

非参加型 

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 510,000,000 

優先株式 30,000,000 

計 540,000,000 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株) 
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成24年８月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 217,505,884 217,505,884 
東京証券取引所
(市場第二部) 

単元株式数は1,000株であり
ます。 

第１回優先株式 10,000,000 10,000,000 ― (注)

第２回優先株式 17,500,000 17,500,000 ― (注)

計 245,005,884 245,005,884 ― ―
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 (3) 残余財産の分配 

普通株式に先立ち、１株につき400円を支払う。それ以外の残余財産の分配は行なわない。 

 (4) 議決権 

資金調達を柔軟かつ機動的に行なうための選択肢の多様化を図り、適切な資本政策を実行することを可能

とすることを目的としたものであり、議決権を有しない。 

 (5) 買受及び消却 

平成19年４月１日以降、いつでも優先株式を買い受け、これを株主に配当すべき利益をもって当該買受価

額により消却することができる。 

 (6) 償還請求権 

平成21年から平成25年までの毎年７月１日以降７月31日までの間(以下「償還請求期間」という。)におい

て、当該請求がなされた事業年度の前事業年度における配当可能利益の２分の１の額を限度として、その

保有する優先株式の一部または全部の償還を請求することができる。償還請求期間満了の日から１ヶ月以

内に償還手続を終了させるものとし、償還の対価として優先株式１株につき発行価額相当額(400円)を支

払うものとする。なお、償還請求の総額が、上記の償還のための限度額を超える場合は、各償還請求額の

割合に応じ、これを償還する。 

 (7) 転換予約権 

① 転換請求期間  平成19年４月１日から平成26年３月31日 

② 転換の条件 

イ 転換価額 

転換価額は、転換請求期間到来後、転換請求により転換の効力が発生した日(以下「転換請求日」と

いう。)において、次のうちいずれか高い方の価額とする。 

１ 180円(以下「下限転換価額」という。) 

２ 転換請求日に先立つ45取引日目に始まる30取引日の株式会社東京証券取引所における普通株式の普

通取引の終値(気配表示を含む。)の平均値(終値のない日数を除く)。(円位未満小数第１位まで算

出し、その小数第１位を切り上げる。)ただし、上限は第１回優先株式においては500円とし、第２

回優先株式においては400円(以下「上限転換価額」という。)とする。 

ロ 転換価額の調整 

１ 優先株式発行後、次のいずれかに該当する場合には、転換価額を次に定める算式(以下「転換価額

調整式」という。)により調整する。 
  

   

(a) 転換価額調整式に使用する時価を下回る払込金額をもって普通株式を発行する場合、調整後の転

換価額は、払込期日の翌日以降、また募集のための株主割当日がある場合はその日の翌日以降こ

れを適用する。 

(b) 株式の分割により普通株式を発行する場合、調整後の転換価額は、株式の分割のための株主割当

日の翌日以降、これを適用する。ただし、配当可能利益から資本に組入れられることを条件とし

てその部分をもって株式の分割により普通株式を発行する旨取締役会で決議する場合で、当該配

当可能利益の資本組入れの決議をする株主総会の終結の日以前の日を株式の分割のための株主割

当日とする場合は、調整後の転換価額は、当該配当可能利益の資本組入れの決議をした株主総会

の終結の日の翌日以降、これを適用する。 

(c) 転換価額調整式に使用する時価を下回る価額をもって普通株式に転換できる証券を発行する場

合、調整後の転換価額は、その証券の発行日に、また募集のための株主割当日がある場合はその

日の終りに、発行される証券の総額が転換されたものとみなし、その発行日の翌日以降または割

当日の翌日以降、これを適用する。 

(d) 転換価額調整式に使用する時価を下回る価額をもって普通株式の新株を引受ける権利を付与され

た証券を発行する場合、調整後の転換価額は、その証券の発行日に、また募集のための株主割当

日がある場合はその終りに、その証券に付与された普通株式の新株を引受ける権利の全部が行使

されたものとみなし、その発行日の翌日以降または割当日の翌日以降、これを適用する。 

２ 前記１に掲げる場合のほか、合併、資本の減少または普通株式の併合等により転換価額の調整を必

要とする場合には、取締役会が適当と判断する転換価額に調整される。 

３ 転換価額調整式に使用する調整前転換価額は、調整後転換価額を適用する日の前日において有効な

転換価額とし、また、転換価額調整式に使用する既発行の普通株式数は、株主割当日がある場合は

その日、また、株主割当日がない場合は調整後の転換価額を適用する日の１ヶ月前の日における当

社の発行済の普通株式数とする。 

    既発行の
普通株式数

＋
新規発行の普通株式数×１株当たりの払込金額

調整後
転換価額

＝
調整前 
転換価額

×
時価

既発行の普通株式数＋新規発行の普通株式数
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４ 転換価額調整式に使用する時価は、調整後の転換価額を適用する日(ただし、前記１(b)ただし書に

示される株式の分割を行なう場合は株主割当日)に先立つ45取引日目に始まる30取引日の株式会社

東京証券取引所における普通株式の普通取引の終値(気配表示を含む。)の平均値(終値のない日数

を除く。)とし、その計算は円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。 

５ 転換価額調整式の計算については、円位未満小数第１位まで算出し、その小数第１位を切り上げ

る。 

ハ 転換により発行すべき普通株式数 

転換により発行すべき普通株式数は、次のとおりとする。 
  

   

発行すべき株式数の算出にあたって１株未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。 

ニ 転換により発行する株式の内容 

普通株式とする。 

ホ 転換請求受付場所  中央三井信託銀行株式会社 本店 

ヘ 転換の効力発生 

転換の効力は、転換請求書および優先株券が前記ホに記載する転換請求受付場所に到着したときに発

生する。 

 (8) 普通株式への一斉転換 

転換請求期間に転換請求のなかった優先株式は、同期間の末日の翌日(以下「一斉転換日」という。)をも

って、優先株式の１株の発行価額相当額を一斉転換日に先立つ45取引日目に始まる30取引日の株式会社東

京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日の数値(気配表示を含む。)の平均値(終値のない

日を除く。)で除して得られる数の普通株式となる。ただし、当該平均値が上限転換価額を上回るとき

は、優先株式の１株の発行価額相当額を当該上限転換価額で除して得られる数の普通株式となる。また、

下限転換価額を下回るときは、本優先株式の１株の発行価額相当額を当該下限転換価額で除して得られる

数の普通株式となる。前記の普通株式数の算出に当たって１株に満たない端数が生じたときは商法に定め

る一株に満たない端数に関する処理に準じてこれを取扱う。 

 (9) 新株引受権等 

① 優先株式について株式の併合または分割は行なわない。 

② 優先株主に対して、新株の引受権または新株予約権若しくは新株予約権付社債の引受権を与えない。 

 (10) 期中転換または一斉転換があった場合の取扱い 

優先株式の転換により発行された普通株式に対する最初の利益配当金については、転換の請求または一斉

転換が４月１日から９月30日までになされたときは４月１日に、10月１日から翌年３月31日までになされ

たときは10月１日にそれぞれ転換があったものとみなしてこれを支払う。 

 (11) 種類株主総会の決議 

定款において、会社法第322条第２項に関する定めはしておりません。 

  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

転換により発行すべき 
普通株式数 

＝
優先株主が転換請求のために提出した優先株式の発行価額総額

転換価額
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  
(6) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  
(7) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 

平成24年６月30日現在 

 
(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含ま

れております。 

   ２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式956株が含まれております。 

   ３ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。 

  
② 【自己株式等】 

平成24年６月30日現在 

 
（注) 株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権１個)あります。 

なお、当該株式は上記「① ［発行済株式］」の「完全議決権株式(その他)」の欄に含まれております。 

  

該当事項はありません。 

年月日
発行済株式 
総数増減数 
(千株)

発行済株式
総数残高 
(千株)

資本金増減額
  

(百万円)

資本金残高
  

(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金
残高 

(百万円)

平成24年６月30日 ─ 245,005 ─ 28,301 ─ 22,590 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 
優先株式 

27,500,000
―

優先株式の内容は、「１ 株式等の
状況」の「(1)株式の総数等」の「②
発行済株式」の注記に記載しており
ます。 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 229,000 
― ―

完全議決権株式(その他) 
普通株式 

216,780,000
216,780 ―

単元未満株式 普通株式 496,884 ― ―

発行済株式総数 245,005,884 ― ― 

総株主の議決権 ― 216,780 ― 

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数の
合計 
(株)

発行済株式総数
に対する所有 

株式数の割合(％)

(自己保有株式) 
ＦＤＫ株式会社

東京都港区新橋五丁目36番
11号 229,000 ─ 229,000 0.09 

計 ― 229,000 ─ 229,000 0.09 

２ 【役員の状況】
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第４ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。 

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成

しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１

日から平成24年６月30日まで)および第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,178 5,630

受取手形及び売掛金 ※２  19,753 ※２  18,963

商品及び製品 2,640 3,426

仕掛品 3,556 4,028

原材料及び貯蔵品 1,583 1,629

繰延税金資産 107 153

その他 1,512 1,830

貸倒引当金 △57 △49

流動資産合計 35,274 35,613

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,537 7,584

機械装置及び運搬具（純額） 7,517 7,181

工具、器具及び備品（純額） 778 799

土地 3,409 3,390

リース資産（純額） 462 421

建設仮勘定 901 1,487

有形固定資産合計 20,605 20,864

無形固定資産 819 790

投資その他の資産   

投資有価証券 144 164

長期貸付金 3 2

繰延税金資産 194 187

その他 1,386 1,314

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 1,728 1,667

固定資産合計 23,152 23,323

資産合計 58,427 58,936
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２  15,911 ※２  15,737

短期借入金 21,277 22,658

リース債務 297 274

未払金 1,864 1,990

未払法人税等 152 63

災害損失引当金 156 150

その他 2,050 3,094

流動負債合計 41,710 43,970

固定負債   

リース債務 402 363

繰延税金負債 3 2

退職給付引当金 6,824 6,699

負ののれん 2,087 1,897

その他 405 430

固定負債合計 9,723 9,392

負債合計 51,433 53,363

純資産の部   

株主資本   

資本金 28,301 28,301

資本剰余金 22,622 22,622

利益剰余金 △44,220 △45,011

自己株式 △41 △41

株主資本合計 6,661 5,870

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 9 8

為替換算調整勘定 △1,971 △2,405

その他の包括利益累計額合計 △1,961 △2,396

少数株主持分 2,294 2,098

純資産合計 6,993 5,572

負債純資産合計 58,427 58,936
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 20,458 16,509

売上原価 17,459 14,730

売上総利益 2,998 1,778

販売費及び一般管理費 2,655 2,672

営業利益又は営業損失（△） 343 △893

営業外収益   

受取利息 5 4

負ののれん償却額 189 189

受取賃貸料 4 5

その他 78 22

営業外収益合計 278 222

営業外費用   

支払利息 41 38

為替差損 147 227

固定資産除却損 11 8

その他 77 46

営業外費用合計 278 321

経常利益又は経常損失（△） 342 △993

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

342 △993

法人税、住民税及び事業税 90 33

法人税等調整額 51 △43

法人税等合計 142 △9

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

199 △983

少数株主利益又は少数株主損失（△） 18 △192

四半期純利益又は四半期純損失（△） 181 △790
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

199 △983

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2 △0

為替換算調整勘定 △157 △388

持分法適用会社に対する持分相当額 △18 △47

その他の包括利益合計 △174 △437

四半期包括利益 25 △1,420

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 8 △1,225

少数株主に係る四半期包括利益 16 △195
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

342 △993

減価償却費 891 719

持分法による投資損益（△は益） 29 17

退職給付引当金の増減額（△は減少） △71 △125

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △5

受取利息及び受取配当金 △33 △5

支払利息 41 38

為替差損益（△は益） 3 6

有形固定資産売却損益（△は益） 1 △0

固定資産除却損 11 8

負ののれん償却額 △189 △189

売上債権の増減額（△は増加） 1,105 265

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,258 △1,476

仕入債務の増減額（△は減少） 1,795 392

未払費用の増減額（△は減少） △544 179

その他 △355 539

小計 772 △628

利息及び配当金の受取額 33 5

利息の支払額 △26 △38

法人税等の支払額 △162 △87

営業活動によるキャッシュ・フロー 617 △748

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △3 △3

定期預金の払戻による収入 3 300

有形固定資産の取得による支出 △902 △977

有形固定資産の売却による収入 60 4

無形固定資産の取得による支出 △4 △20

投資有価証券の取得による支出 △0 △20

その他 0 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △845 △708

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 690 1,454

自己株式の取得による支出 △0 △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △68 △75

財務活動によるキャッシュ・フロー 621 1,379

現金及び現金同等物に係る換算差額 △67 △173

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 325 △251

現金及び現金同等物の期首残高 4,156 5,875

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  4,482 ※１  5,624
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【継続企業の前提に関する事項】 

該当事項はありません。 

  

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】 

該当事項はありません。 

  

【会計方針の変更等】 

該当事項はありません。 

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

該当事項はありません。 

  
【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

  

１ 保証債務 

従業員の金融機関からの借入に対し、債務保証を行なっております。 

  

 
  

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理

しております。 

    なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。 

  

 
  
  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

  

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

 
  
  

 
前連結会計年度

(平成24年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成24年６月30日)

従業員 117百万円 99百万円

 
前連結会計年度

(平成24年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成24年６月30日)

受取手形 354百万円 280百万円

支払手形 49百万円 60百万円

 (自  平成23年４月１日 
至  平成23年６月30日) 

前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日 
至  平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間

現金及び預金勘定 4,488百万円 5,630百万円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金 

△6百万円 △6百万円

現金及び現金同等物 4,482百万円 5,624百万円
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(株主資本等関係) 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日) 
  

１ 配当金支払額 

該当事項はありません。 

  

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

３ 株主資本の著しい変動 

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日) 
  

１ 配当金支払額 

該当事項はありません。 

  

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

３ 株主資本の著しい変動 

該当事項はありません。 
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日) 

  
１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日) 

  
１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

  （単位：百万円）

 報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額

 電池事業 電子事業

売上高   

  外部顧客への売上高 13,350 7,108 20,458 ─ 20,458 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 

─ ─ ─ ─ ─

計 13,350 7,108 20,458 ─ 20,458 

セ グ メ ン ト 利 益 又 は 損 失
（△） 525 △182 343 ─ 343 

  （単位：百万円）

 報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額

 電池事業 電子事業

売上高   

  外部顧客への売上高 10,090 6,418 16,509 ─ 16,509 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 

─ ─ ─ ─ ─

計 10,090 6,418 16,509 ─ 16,509 

セ グ メ ン ト 利 益 又 は 損 失
（△） 

△1,016 123 △893 ─ △893
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(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
(注) 当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であるため、記載しておりません。 

  
(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

項目 (自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日) 

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間

（1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四
半期純損失金額（△） 

0.83円 △3.64円

 （算定上の基礎） 

  四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）
(百万円) 181 △790

  普通株主に帰属しない金額 ― ―

  普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損
失金額（△）(百万円) 181 △790

  普通株式の期中平均株式数(株) 217,278,911 217,275,837 

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 0.65円 ―

 （算定上の基礎） 

  四半期純利益調整額(百万円) ― ―

  普通株式増加数(株) 61,111,111 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要 

― ―

２ 【その他】
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。 
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平成24年８月３日

ＦＤＫ株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

   

   

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＦ

ＤＫ株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成
24年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
  
監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＦＤＫ株式会社及び連結子会社の平成24年
６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
  
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上 
  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士    向    川    政    序    印 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士    唐    木    秀    明    印 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士    米    村    仁    志    印 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



 
  

【表紙】 

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成24年８月３日 

【会社名】 ＦＤＫ株式会社 

【英訳名】 FDK CORPORATION 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長   望 月 道 正 

【最高財務責任者の役職氏名】 代表取締役副社長  和 田 敏 雅 

【本店の所在の場所】 東京都港区新橋五丁目36番11号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

 

 



当社代表取締役社長望月道正及び当社最高財務責任者和田敏雅は、当社の第84期第１四半期(自 平成

24年４月１日 至 平成24年６月30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記

載されていることを確認いたしました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】




